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＜施策展開の方向Ⅱ　社会性を備えた豊かな心をはぐくむ＞
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(26) 指導課

　県外実施については、長野県実施のほか、茨城県等
での実施もスタートさせ、事業の充実を図る。また、
県内実施についてもより多くの学校がホームステイを
体験できるよう、継続して事業の改善に努める。

　県外実施については、今年度より茨城県実施をスタートさ
せ、事業の充実を図った。（長野県実施１９校１,０７０人、茨
城県実施２校１９８人）また、県内は９２校７,６０５人が実施
し、さらに昨年度より９校上回る２７校２,０１３人がホームス
テイを体験した。

ｂ ａ ｂ ｂ b b

　茨城県２校、県内110校で実施予定。それぞれの地域の特
性を生かした体験活動や学校間交流を行い、さらなる内容面の
充実を図っていく。

　バス代の高騰に加え、平成27年度から国の補助
金がつかなくなることから、長野県での農山村留学
は平成26年度を持って終了。

(27) 指導課

　市内の全小学5年生が、千葉市少年自然の家で2泊3
日の集団宿泊体験を実施し、自然の家及び周辺の豊か
な自然の中で様々な体験活動や仲間作りの活動を行い
ながら、相手を思いやる心や社会性を育む。

　流行性疾患・荒天による延期はあったものの、１１３校全て
の小学校、８,３７５人で実施することができた。
　千葉市少年自然の家及び周辺の豊かな自然の中で様々な体験
活動や仲間作りの活動を行いながら、相手を思いやる心や社会
性を育むことができた.。

ｂ ａ ｂ ｂ b b

　市内の全小学5年生が、千葉市少年自然の家で2泊3日の集
団宿泊体験を実施し、自然の家及び周辺の豊かな自然の中で
様々な体験活動や仲間作りの活動を行いながら、相手を思いや
る心や社会性を育む。

(28) 健全育成課

　教育的施設として、また青少年育成の拠点として、
学校・家族・青少年団体等の利用者の実施する教育活
動、生活体験・自然体験・共同宿泊体験等が、安全に
かつ効率よく実践できるよう、プログラム・宿泊・食
事・地域連携等の業務を行う。また、千葉市の教育施
策及び青少年の健全育成に対応したプログラム開発
や、千葉市と密接に連携したプログラムを開発し実施
する。

　自然の家には、クライミングウォール施設のあるプレイホー
ル、里山風景を復元したふるさと田んぼ、周辺の自然を学習で
きる自然環境学習センターなどが整備されており、これらを活
用して、現代的な教育課題や健全育成活動等が積極的に実施さ
れた。また、自然の家のプログラムである野外炊飯やハイキン
グなどの野外活動や自然観察、創作活動や人間関係作りプログ
ラムなど、様々な体験プログラムにおいても積極的に活用され
た。

ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ b

　教育的施設として、また青少年育成の拠点として、学校・家
族・青少年団体等の利用者の実施する教育活動、生活体験・自
然体験・共同宿泊体験等が、安全にかつ効率よく実践できるよ
う、プログラム・宿泊・食事・地域連携等の業務を行う。ま
た、千葉市の教育施策及び青少年の健全育成に対応したプログ
ラム開発や、千葉市と密接に連携したプログラムを開発し実施
する。

(29) 保健体育課

　中学2年生（全中学校５６校）を対象に「高原千葉村
キャンプ場・青少年自然の家」で3泊4日の自然教室を
実施する事業をさらに充実させ、子どもの健康づくり
を推進する予定である。

  中学２年生（市内全中学校５６校）を対象に、「高原千葉村
キャンプ場・青少年自然の家」で３泊４日の自然教室推進事業
を実施した。アドベンチャーラリー等新しいプログラムを加
え、豊かな自然の中で様々な体験学習を、安全に留意しながら
実施するとともに、規律ある集団生活を通して心身ともに調和
の取れた健全な生徒の育成を図った。

ｂ ｂ ｂ ｂ b b

  中学2年生（全中学校５5校）を対象に「高原千葉村キャンプ
場・青少年自然の家」で3泊4日の自然教室をさらに充実さ
せ、主体的に計画し行動する態度を育む。

(31-1) 指導課

　アクションプラン（91）「学校・家庭・地域連携に
よるまちづくりの推進」に整理統合する。

　アクションプラン（91）「学校・家庭・地域連携によるま
ちづくりの推進」に整理統合した。

ｂ ｂ ｂ ｂ b － －

(31-2) 指導課

　市政だより等で募集した小・特別支援学校の児童
が、市の現状や課題を知り、市役所職員との学習会を
通して提案・質問内容をまとめる。
　子ども議会で、テーマ別グループごとに市政への提
案・質問を行い、市長及び関係職員より提案・質問内
容についての答弁を得る。
　その成果は、子ども議会報告書や指導課ホームペー
ジに掲載する。

　市政だより等で募集した小学生が、ファシリテータ役の中学
生と一緒に市の現状や課題を知り、市役所職員との学習会を通
して提案・質問内容をまとめた。
　７月２９日開催、小学５・６年生５５人、中学生１２人が参
加。
　参加した子どもたちは、７つのグループに分かれ、グループ
ごとに市政への提案・質問を行い、市長及び関係職員より提
案・質問内容についての答弁を得た。
　その成果は、子ども議会報告書や指導課ホームページに掲載
した。

- ｂ ｂ ｂ ｂ b

　市政だより等で募集した小・特別支援学校の児童が、ファシ
リテータ役の中学生と一緒に市の現状や課題を知り、市役所職
員との学習会を通して提案・質問内容をまとめる。
　子ども議会で、テーマ別グループごとに市政への提案・質問
を行い、市長及び関係職員より提案・質問内容についての答弁
を得る。
　その成果は、子ども議会報告書や指導課ホームページに掲載
する。

(32) 指導課

　25年度同様、研究協議会や管理職研修を通して、人
権意識の醸成を図る。

　研究協議会や管理職研修を通して、人権意識の醸成を図っ
た。

ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ b

　2６年度同様、研究協議会や管理職研修を通して、人権意識
の醸成を図る。

(34) 指導課

　中学校（第2学年）用の道徳教育用教材を作成し、各
校に40冊ずつ配布予定である。

　中学校（第2学年）用の道徳教育用教材を作成し、各校に
40冊ずつ配布した。

ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ b

　中学校（第３学年）用の道徳教育用教材を作成し、各校に
40冊ずつ配布する。

  (35)
環境保全課・指導

課

【環境保全課】小中学生を対象として教材の配布を行
うほか、学校への指導・助言を通して、環境学習の充
実を図る。作成部数については、児童生徒数に合わせ
て場合によっては各10,000部より減少させる。

【指導課】環境学習モデル校の活動や、総合的な学習
の時間の主任会等を通して、環境教育教材の活用を推
進し、千葉市の環境教育の質的向上を図る。
また、２５年度版に修正を加え教材の質的向上を目指
す。

【環境保全課】小中学生を対象として教材の配布を行い、環境
学習の充実を図った。関係各課と協議し、より活用しやすい資
料構成とした。作成部数については、児童生徒数に合わせて各
９,５００部とした。

【指導課】環境学習モデル校の活動や、総合的な学習の時間の
主任会等を通して、環境教育教材の活用を推進し、千葉市の環
境教育の質的向上を図った。
また、２５年度版に修正を加え教材の質的向上を図った。

ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ b

【環境保全課】小中学生を対象として教材の配布を行い、環境
学習の充実を図る。関係各課と協議し、より活用しやすい資料
構成とする。作成部数については、児童生徒数に合わせて各
９,５００部から調整する。

【指導課】環境学習モデル校の活動や、総合的な学習の時間の
主任会等を通して、環境教育教材の活用を推進し、千葉市の環
境教育の質的向上を図る。
また、2６年度版に修正を加え教材の質的向上を目指す。

(36)
環境保全課・指導

課

　千葉市環境学習モデル校指定事業実施要綱に基づ
き、小学校、中学校それぞれ6校を環境学習モデル校に
指定する。それぞれの学校は、活動計画書を作成し、
活動を行い、平成27年2月頃に発表する。また、各校
の活動を活動実践集としてまとめ、全小・中学校に配
布する。
環境に関する児童生徒の理解を深め、意識の向上と環
境問題の解決のための能力を育成する。

　小学校、中学校それぞれ６校を環境学習モデル校に指定し
た。各校は、活動計画書を作成し、活動を行い、平成２７年２
月に発表した。また、各校の活動を活動実践集としてまとめ、
全小・中学校に配布した。
環境に関する児童生徒の理解を深め、意識の向上と環境問題の
解決のための能力の育成を図った。
〈平成２６年度モデル指定校〉
　小学校：院内、弁天、幕張、幕張南、真砂第５、真砂東
　中学校：葛城、花園、都賀、加曽利、千城台西、誉田

ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ b

　千葉市環境学習モデル校指定事業実施要綱に基づき、小学
校、中学校それぞれ6校を環境学習モデル校に指定する。それ
ぞれの学校は、活動計画書を作成し、活動を行い、平成2８年
2月頃に発表する。また、各校の活動を活動実践集としてまと
め、全小・中学校に配布する。
環境に関する児童生徒の理解を深め、意識の向上と環境問題の
解決のための能力を育成する。

各アクションプランの事業評価と実施状況

【評価の仕方】 特に成果が高い。

H２６年度事業計画を概ね達成している。

H２６年度事業計画が達成できなかった。未着手であった。

Ｈ２７年度（最終年度）事業計画

備考
・自己評価が【ａ】や【ｃ】になった
　理由、その対応
・自己評価が上がった理由
・事業が完了・統合等、大きな変化
　があった理由

ボランティア教育の推進

（３）９
各種体験学習の
推進

（３）１１
環境教育の推進

（３）１０
道徳教育の充実

人権教育の推進

道徳教育用教材の作成

環境教育教材の作成

環境学習モデル校の指定

農山村留学の実施

基本施策
具体施策

事業番号 アクションプラン

自己評価

移動教室の実施

少年自然の家の運営

自然教室の実施

Ｈ２６年度事業計画 Ｈ２６年度事業実績（見込）担当所管

子ども議会

1
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Ｈ２７年度（最終年度）事業計画

備考
・自己評価が【ａ】や【ｃ】になった
　理由、その対応
・自己評価が上がった理由
・事業が完了・統合等、大きな変化
　があった理由

基本施策
具体施策

事業番号 アクションプラン

自己評価

Ｈ２６年度事業計画 Ｈ２６年度事業実績（見込）担当所管

(37)
廃棄物対策課・指

導課

　市内全小学校の４年生に対し、「ごみ分別スクー
ル」を実施し、適切なごみ処理の方法についての学習
を行うとともに、社会科や総合的な学習の時間におけ
る学習や活動にも生かす。

　市内全小学校１１４校（市立小学校１１３校＋千葉大附属
小）４年生に対し、「ごみ分別スクール」を実施し、適切なご
み処理の方法についての学習を行うとともに、社会科や総合的
な学習の時間における学習や活動にも生かした。 ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ b

　市内全小学校11３校（市立小学校11２校＋千葉大附属小）
の４年生に対し、「ごみ分別スクール」を実施し、適切なごみ
処理の方法についての学習を行うとともに、社会科や総合的な
学習の時間における学習や活動にも生かす。

(38)
指導課・教育セン

ター

【指導課】不登校やいじめなど教育全般にわたる悩み
を持つ児童生徒や保護者などの相談の充実を図る。
　また、毎月の長欠児童生徒の状況を把握するととも
に、長欠担当教育相談員が学校を訪問し、学校復帰に
向けた対応について指導・助言等を行う。

【教育センター】幼児・小学生・中学生・高校生年齢
の青少年とその保護者及び教職員を対象とした電話相
談・来所相談・家庭訪問相談を実施する。なお、セン
ターの相談業務の内容について、学校現場や各相談機
関へ広報し、さらに活用度を高める。
　また、家庭訪問相談員が2人増員されることにより、
待機件数を減らし、より多くのケースへの対応を実践
する。

【指導課】不登校やいじめなど教育全般にわたる悩みを持つ児
童生徒や保護者などの相談の充実を図った。
　また、毎月の長欠児童生徒の状況を把握するとともに、長欠
担当教育相談員が学校を訪問し、学校復帰に向けた対応につい
て指導・助言等を行った。

【教育センター】幼児・小学生・中学生・高校生年齢の青少年
とその保護者及び教職員を対象とした電話相談・来所相談・家
庭訪問相談を実施した。平成２６年度実績は、電話相談４,０４
６件、来所相談７８４件、家庭訪問相談員派遣７８件であっ
た。

ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ b

【指導課】不登校やいじめなど教育全般にわたる悩みを持つ児
童生徒や保護者などの相談の充実を図る。
　また、毎月の長欠児童生徒の状況を把握するとともに、長欠
担当教育相談員が学校を訪問し、学校復帰に向けた対応につい
て指導・助言等を行う。教育センター等の教育機関との連携を
強め、「真砂夢スクール」内の教育相談指導教室の円滑な運営
を図ったり、不登校解消に向けた調査研究を行ったりする。

【教育センター】幼児・小学生・中学生・高校生年齢の青少年
とその保護者及び教職員を対象とした電話相談・来所相談・家
庭訪問相談を実施する。なお、センターの相談業務の内容につ
いて、学校現場や各相談機関へ広報し、さらに活用度を高め
る。

(39) 指導課

　市内全中学校の配置を継続する。また、行政区単位
で、小学校配置を継続する。

　市内全中学校の配置を継続した。また、行政区単位で、小学
校配置を継続した。

ａ ｂ ｂ ｂ ｂ b

　市内全中学校の配置を継続する。小学校については、巡回方
式を取り入れるとともに、学区中学校からの派遣も継続して行
う。

(40) 指導課

　行政区単位で、配置を継続する。 　行政区を基本とし、配置を継続した。

ｂ ｃ ｃ ｂ ｂ b

　2人増員した４人体制になり、行政区によらず、要請に応じ
て派遣を継続して行う。

(42) 指導課

　教育活動全体を通じ、児童生徒一人一人の勤労観・
職業観を育てるキャリア教育を推進する。「キャリア
教育推進会議」を設置し、小学校のキャリア教育の実
践例の紹介、中学校の職場体験・社会体験の実施状況
等、キャリア教育の推進に向けての提言をする。
　進路学習ノート「わたしの夢（中１、２）」、進路
学習資料「進路選択の手引き（中３）」を生徒・担当
教師に配付する。保護者啓発資料「子供と共に考える
進路」を指導課ＨＰで配信する。

　教育活動全体を通じ、児童生徒一人一人の勤労観・職業観を
育てるキャリア教育を推進する。「キャリア教育推進会議」を
設置し、小学校のキャリア教育の実践例の紹介、中学校の職場
体験・社会体験の実施状況等、キャリア教育の推進に向けての
提言を行った。
　進路学習ノート「わたしの夢（中１、２）」、進路学習資料
「進路選択の手引き（中３）」を作成し、生徒・担当教師に配
付した。保護者啓発資料「子供と共に考える進路」を修正し、
指導課ＨＰで配信した。

ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ b

　教育活動全体を通じ、児童生徒一人一人の勤労観・職業観を
育てるキャリア教育を推進する。「キャリア教育推進会議」を
設置し、小学校のキャリア教育の実践例の紹介、中学校の職場
体験・社会体験の実施状況等、キャリア教育の推進に向けての
提言をする。
　進路学習ノート「わたしの夢（中１、２）」、進路学習資料
「進路選択の手引き（中３）」を改訂し、生徒・担当教師に配
付する。保護者啓発資料「子供と共に考える進路」を改訂し、
指導課ＨＰで配信する。進路指導主事研修会を通して、将来の
生き方を考える進路指導を推進する。

(43)
市立千葉高校・市

立稲毛高校

【市立千葉】インターンシップに参加する生徒数を増
やし、充実を図る。卒業生の話を聞く会、社会人によ
る講演会等により、キャリア教育を推進する。

【市立稲毛】前年度に引き続き、模擬授業や大学訪問
を実施予定である。

【市立千葉】インターンシップでは、昨年度より参加人数が増
加し成果を上げた。卒業生や社会人による講演等により、充実
したキャリア教育ができた。

【市立稲毛】７・８月に１年生は、大学のオープンキャンパス
に参加した。７月に２年生がネット上での大学模擬授業を視聴
し、進路決定に向けての動機づけとした。

ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ b

【市立千葉】インターンシップの周知を徹底し、参加者数を増
加させる。生徒のニーズに合わせたキャリア教育講演会や卒業
生の話を聞く会を企画することにより、キャリア教育を推進す
る。

【市立稲毛】前年度に引き続き、大学のオープンキャンパスへ
の参加や大学模擬授業を視聴する他、卒業生の話を聞く会の開
催を予定している。

(44) 指導課

　小・中ともに補助教材を部分改訂し、継続して配布
する。

　小学校３・4年生が、千葉市の概要や市民の生活を支えるた
めに働く人々について学習できるよう補助教材「わたしたちの
千葉市」「すすむ千葉県」を配布、中学校生徒が主体的に地域
学習に取り組めるよう補助教材「伸びゆく千葉市」を作成し、
配付した。

ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ b

　小・中ともに補助教材を部分改訂し、継続して配布する。

(45)
埋蔵文化財調査セ

ンター

　勾玉づくり、火起こし、実物に触れる体験や、地域
の歴史や文化財に関する講座を出前授業として実施し
て学ぶ機会を提供する。

　勾玉づくり、火起こし、実物に触れる体験や、地域の歴史や
文化財に関する講座を出前授業として実施して学ぶ機会を提供
した。
・参加した児童・生徒数（延べ数）：６,１１１人

ｂ ｂ ｂ ｂ ｃ b

　勾玉づくり、火起こし、実物に触れる体験や、地域の歴史や
文化財に関する講座を出前授業として実施して学ぶ機会を提供
する。

(47)
農業経営支援課・

指導課

　農業経営支援課が作成する「千葉市の農業」（電子
版）を各小学校に周知、有効活用し、千葉市の農業の
現況や農家の人たちの工夫等について、理解を深め
る。

　農業経営支援課が作成する「千葉市の農業」（電子版）の有
効活用を推進し、千葉市の農業の現況や農家の人たちの工夫等
について、理解を深めた。 ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ b

　農業経営支援課が作成する「千葉市の農業」（電子版）の有
効活用を推進し、千葉市の農業の現況や農家の人たちの工夫等
について、理解を深める。

(48) 企画課

　前年度に引き続き、ふれあいパスポートを配布し、
市内の社会教育施設やスポーツ施設等を無料又は割引
価格で利用できるようにし、子どもたちの学校外活動
と夢づくりの支援を図る。

　市内の社会教育施設、スポーツ施設等を対象とするふれあい
パスポートを、市内在住・在学の児童生徒に配布するととも
に、ホームページや新たに各学校掲示ポスターを作成し広く周
知に努めた。
平成27年度版の作成にあたっては、新たに１施設を対象に加
え１５施設とし、施設拡充を図った。

ｂ ｂ ｂ ｂ b b

　前年度に引き続き、ふれあいパスポートを配布し、市内の社
会教育施設やスポーツ施設等を無料又は割引価格で利用できる
ようにし、子どもたちの学校外活動と夢づくりの支援を図る。

b

【教育センター】各種研修会をとおして、発達段階に応じた情
報モラル教育の重要性について周知し、各学校の実態に応じた
情報モラル教育の推進に努める。

【指導課】研修を継続すると共に関係機関との連携を図り、問
題解決を図れるようにする。

【青少年サポートセンター】小・中・高等学校の生徒指導担当
者と学校警察連絡委員会の小・中学校長を対象に県警サイバー
犯罪対策室や財団法人インターネット協会等から講師を招聘
し、研修会を実施する。

（３）１２
いじめ等問題行
動への対応

スクールソーシャルワーカー
の活用調査事業

(41) ネット上のいじめへの対応

スクールカウンセラーの配置

【教育センター】各種研修会をとおして、発達段階に
応じた情報モラル教育の重要性について周知し、各学
校の実態に応じた情報モラル教育の推進に努める。

【指導課】研修を継続すると共に関係機関との連携を
図り、問題解決を図れるようにする。

【青少年サポートセンター】小・中学校・高校の生徒
指導担当者と学校警察連絡委員会の小・中学校長を対
象に県警サイバー犯罪対策室や財団法人インターネッ
ト協会等から講師を招聘して講演活動や研修を実施す
る。

【教育センター】各種研修会をとおして、発達段階に応じた情
報モラル教育の重要性について周知し、各学校の実態に応じた
情報モラル教育の推進に努めた。

【指導課】研修を継続すると共に関係機関との連携を図り、問
題解決を図れるようにした。

【青少年サポートセンター】】学校警察連絡委員会東署委員会
や西署委員会、北署委員会において、インターネットや携帯に
よる犯罪やトラブルの研修（１２３校参加）を実施した。

教育センター・指
導課・青少年サ
ポートセンター

小中学校におけるキャリア教
育の推進

高等学校におけるキャリア教
育の推進

ふれあいパスポートの発行配
布

ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ

（４）１３
将来の生き方を
学ぶキャリア教
育の推進

不登校やいじめに関する教育
相談の実施

（４）１４
郷土の歴史と文
化等を学ぶ機会
の充実

地域教材の作成と活用

埋蔵文化財を活用した出前授
業

千葉市の農業の配布と活用

（３）１１
環境教育の推進

ごみ分別スクールの推進

2
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(49) 指導課

　国際交流都市を目指す千葉市において、２１世紀を
担う子どもたちに豊かな国際感覚を身に付けさせ、コ
ミュニケーション能力の素地を養うことを目的に、外
国語活動の時間等において、外国人講師を配置し、外
国の文化や生活体験にふれたり、国際共通語である英
語に慣れ親しむことのできる体験的な活動を行う。

　５・６年生の外国語活動の時間において、外国人講師を配置
し、外国の文化や生活体験にふれたり、国際共通語である英語
に慣れ親しむことのできる体験的な活動を行った。

ａ ｂ ａ ａ b b

　５・６年生の外国語活動の時間において、外国人講師を配置
し、外国の文化や生活体験にふれたり、国際共通語である英語
に慣れ親しむことのできる体験的な活動を行う。

(50) 指導課

　学習指導要領に示された外国語科の目標を達成する
ために、業務委託により外国人講師を配置し、協同授
業の実施により、生徒のコミュニケーション能力の向
上と国際理解教育の推進を図る。

　学習指導要領に示された外国語科の目標を達成するために、
業務委託により市内全中・高等学校に外国人講師を配置し、協
同授業の実施により、生徒のコミュニケーション能力の向上と
国際理解教育の推進を図った。 ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ b

　学習指導要領に示された外国語科の目標を達成するために、
業務委託により市内全中・高等学校に外国人講師を配置し、協
同授業の実施により、生徒のコミュニケーション能力の向上と
国際理解教育の推進を図る。

(51)
市立稲毛高校・附

属中学校

　前年度に引き続き、ネイティブスピーカーの授業を
行っていく。

　中高一貫教育目標である「真の国際人の育成」のため、ネイ
ティブスピーカー（外国人講師）による授業を行った。

ｂ ｂ ｂ ｂ b b

　前年度に引き続き、ネイティブスピーカーによる授業を行
い、コミュニケーション能力の育成を図っていく。

(169) 指導課

　小中２０校程度の海外の同等校と、児童生徒の作品
や手紙等の交換を行うことで、相互の文化について理
解を深める。

　小中２８校の海外の同等校などと、児童生徒の作品や手紙等
の交換を行うことで、相互の文化について理解を深めた。

ｃ ｂ ａ ｂ ｂ b

　小中２８校の海外の同等校などと、児童生徒の作品や手紙等
の交換を行うことで、相互の文化について理解を深める。

(170) 指導課

　幕張インターナショナルスクールとの交流活動等を
希望する小・中学校に対し情報提供を行う。

　国際理解・帰国児童生徒教育研究推進協議会全体会で国内外
の学校間交流を紹介したり、呼びかける活動をしたが、幕張イ
ンターナショナルスクールと交流を希望する小・中学校はな
かった。

ｂ ｂ ｂ ｃ ｃ c

　幕張インターナショナルスクールとの交流活動等を希望する
小・中学校に対し情報提供を行う。

　原因の一つとして、近隣地区からの入学者が多い
ため、近隣小学校との交流が難しいことが上げられ
る。さらに幕張インターナショナルスクールの情報
を収集し、その魅力をＰＲしていきたい。

(52) 指導課

　全中学校及び統合校・大規模校等の小学校１３校に
専任として週４日、その他の小学校及び特別支援学校
には週２日ずつ、学校図書館指導員を配置する。児童
生徒の豊かな読書活動を推進し、読み聞かせや適切な
図書の紹介、図書館の環境整備等の取組を行う。

　全中学校及び統合校・大規模校等の小学校１３校に専任とし
て週４日、その他の小学校及び特別支援学校には週２日ずつ、
学校図書館指導員を配置した。児童生徒の豊かな読書活動を推
進し、読み聞かせや適切な図書の紹介、図書館の環境整備等の
取組を行った。

ａ ａ ｂ ｂ ｂ b

　全中学校及び統合校・大規模校等の小学校１6校に専任とし
て週４日、その他の小学校及び特別支援学校には週２日ずつ、
学校図書館指導員を配置する。児童生徒の豊かな読書活動を推
進し、読み聞かせや適切な図書の紹介、図書館の環境整備等の
取組を行う。

(53) 指導課

　「千葉市小・中・特別支援学校図書館資料除籍基
準」に則った適切な廃棄と、購入とのバランスを考慮
しながら、蔵書の充実に努める。基本図書（図鑑・辞
典類）、研究参考図書（調べ学習に対応できる図
書）、新学習指導要領の円滑な実施のために必要とさ
れる図書等を中心に計画的に購入し、蔵書の充実を図
る。

　「千葉市小・中・特別支援学校図書館資料除籍基準」に則っ
た適切な廃棄と、購入とのバランスを考慮しながら、蔵書の充
実に努めた。基本図書（図鑑・辞典類）、研究参考図書（調べ
学習に対応できる図書）、学習指導要領の円滑な実施のために
必要とされる図書等を中心に計画的に購入し、蔵書の充実を
図った。

ｂ ａ ｂ ｂ ｂ b

　基本図書（図鑑・辞典類）、研究参考図書（調べ学習に対応
できる図書）、学習指導要領の円滑な実施のために必要とされ
る図書等を中心に計画的に購入し、図書資料の質を充実させる
とともに、蔵書数の拡大を図る。

(54) 指導課

　読書の習慣化、豊かな心の育成、確かな学力の向上
を図るために、朝読書を推進する。

　読書の習慣化、豊かな心の育成、確かな学力の向上を図るた
めに、朝読書を推進した。朝読書の実施率は、中学校
98.2％、小学校98.2％であった。 ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ b

　読書の習慣化、豊かな心の育成、確かな学力の向上を図るた
めに、朝読書を推進する。

(55) 中央図書館

　調べ学習や朝読書等に必要な資料、教科書に出てく
る本の収集・提供を図る。
　その際、教員や学校図書館指導員と連携を図って選
書に役立てる。
　小学生向けのセット貸出資料を準備する。
　資料見学会や利用法のＰＲに力を入れる。

 　小学生向けの図鑑のセットや教科書に出てくる本等の充実
を図った。
　夏季休業中、教職員に対し、団体貸出用資料見学会を実施
し、参加者には併せて図書館内の見学案内も行い、団体貸出利
用や図書館利用の促進を図った。 ａ ｂ ｂ ｂ ａ b

　調べ学習や朝読書等に必要な資料、教科書に出てくる本の収
集・提供を図る。その際、教員や学校図書館指導員と連携を
図って選書に役立てる。
　資料見学会や利用法PRに力を入れる。

(56) 中央図書館

　小学生に対しては図書館施設見学やおはなし会を、
中学生に対しては職場体験を実施する。
　職員が学校に出向いて行うおはなし会や、図書館利
用法等の出張授業も実施していく。

　小学生に対しては図書館施設見学やおはなし会を、中学生に
対しては職場体験を実施した。
　要望に応じ、見学に際して、希望の教科書単元に関連した本
棚を紹介し、図書館利用への関心を高めた。
　要請のあった中学校に、来館で、図書館の利用法について説
明を行った。
　職場体験実績：５４校（１３８人）

ａ ｂ ｂ ｂ ｂ b

　小学生に対しては図書館施設見学やおはなし会を、中学生に
対しては職場体験を実施する。
　要望に応じて、職員が学校に出向いて行うおはなし会や、図
書館利用法等の出張授業も実施していく。
　引き続き中学生の職場体験の受入れを行う。

(57) 中央図書館

　秋の読書週間に合わせて10月中旬から11月中旬に、
中央図書館・地区図書館・分館で「子ども読書まつ
り」を実施する。

　10月中旬から１１月中旬にかけて、中央図書館・地区図書
館6館・分館６館の計１３館で実施した。
　中央図書館では10月25日（土）に生涯学習センターとの共
催で実施。
　市内小・中・特別支援学校及び高等学校や地域団体と連携を
図り、市民ボランティア等の協力も得て実施した。
　全館合計　９４イベント
　参加者数　９,３７２人

ａ ａ ｂ ａ ｂ b

　秋の読書週間に合わせて、10月中旬から11月中旬に、中央
図書館・地区図書館・分館で「子ども読書まつり」を実施す
る。

(58) 指導課

①「小・中学生のためのオーケストラコンサート」
を、千葉市民会館で２日間実施予定である。
②「未来への夢を育む音楽芸術体験事業」を市内中学
校で２６回開催する。鑑賞に加えて体験教室を実施。
内容は、邦楽、オーケストラ、能楽、声楽アンサンブ
ル。

①「小・中学生のためのオーケストラコンサート」を、千葉市
民会館で２日間実施した。２日間の鑑賞者数は約４,７５０人
②「未来への夢を育む音楽芸術体験事業」を市内中学校で２６
回開催した。鑑賞に加えて体験教室を実施。内容は、邦楽、
オーケストラ、能楽、声楽アンサンブル。体験生徒数は
６,８６０人

ｂ ｂ ｂ ｂ ｂ b

①「小・中学生のためのオーケストラコンサート」を、11月
に文化交流プラザで２日間実施する。
②「未来への夢を育む音楽芸術体験事業」を市内中学校で２６
回開催する予定。鑑賞に加えて体験教室を実施。内容は、邦
楽、オーケストラ、能楽、声楽アンサンブル。

中高一貫教育校における英語
教育の展開

姉妹友好都市との交流

小学校英語活動の推進

外国語指導助手等の配置

小・中学校音楽鑑賞教室等の
開催

（５）１８
芸術文化等に親
しむ活動の充実

インターナショナルスクール
との連携

（４）１５
国際人を育てる
国際理解教育の
推進

４８
国際交流の促進

学校図書館図書の充実

朝読書の推進

図書館図書の団体貸出の推進

（５）１７
図書館との連係
推進

図書館見学・職場体験やおは
なし会の実施

子ども読書まつりの実施

（５）１６
読書活動の充実
と読書習慣の定
着

学校図書館指導員による読書
活動の充実
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Ｈ２７年度（最終年度）事業計画

備考
・自己評価が【ａ】や【ｃ】になった
　理由、その対応
・自己評価が上がった理由
・事業が完了・統合等、大きな変化
　があった理由

基本施策
具体施策

事業番号 アクションプラン

自己評価

Ｈ２６年度事業計画 Ｈ２６年度事業実績（見込）担当所管

(59) 文化財課

　「次代を担う子どもの文化芸術体験事業」を実施す
る。

　「次代を担う子どもの文化芸術体験事業」を以下のとおり実
施した。
オーケストラ　小学校：１校
合唱　　　　　小学校：１校、中学校：１校
児童劇　　　　小学校：１校
音楽劇　　　　小学校：１校
演劇　　　　　小学校：２校、中学校：１校
バレエ　　　　小学校：１校
邦楽　　　　　小学校：１校

ｂ ｂ ｂ ｂ b b

　「次代を担う子どもの文化芸術体験事業」を実施する。

(60) 文化振興課

①「ふれあい音楽クリニック・コンサート」として、
中・高校生吹奏楽選抜者（約４０人）を対象に、全３
回のクリニックとコンサートを実施する予定である。
②「ちばサンドアート２０１４」として、市内小中学
生及び保護者を対象に砂像作成の体験教室と作品展示
を実施する予定である。

①「ふれあい音楽クリニック」を全３回実施し、中・高校生の
吹奏楽選抜者計３５人が参加した。また「ふれあい音楽コン
サート」を10月4日に実施した。②「ちばサンドアート２０
１４」として、市内小中学生及び保護者を対象に砂像作成の体
験教室と作品展示を9月13日に実施し、85人の参加があっ
た。

- - ｂ ｂ b b

①「ふれあい音楽クリニック・コンサート」として、中・高校
生吹奏楽選抜者（約４０人）を対象に、全３回のクリニックと
コンサートを実施する予定である。
②「ちばサンドアート２０１５」として、市内小中学生及び保
護者を対象に砂像作成の体験教室と作品展示を実施する予定で
ある。

(63) 文化振興課

市立小・中・特別支援学校２０校を対象に実施
参加予定者数　約１,２００人
自主的な来校（徒歩）にも対応

市立小・中・特別支援学校２２校を対象に実施
参加者数　１,２８５人
自主的な来校（徒歩）にも対応

ｂ ｂ ｂ ｂ b b

市立小・中・特別支援学校２０校を対象に実施
参加予定者数　約１,２００人
自主的な来校（徒歩）にも対応

（５）１８
芸術文化等に親
しむ活動の充実

本物の舞台芸術の体験

文化芸術に親しむ場の提供

美術館での鑑賞教育の推進
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